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１月の休館日

11 月 23 日㈭に地酒の夕べが行われ、裾野高生
がデザインをしたラベルの新酒がお披露目されまし
た。この新酒をプロデュースしたのは、「みしまや」
の江森慎さん。

江森さんは、中学を卒業し、陸上競技に打ち込む
ために当市を離れました。その後、神奈川大学へ進

み箱根駅伝へも参加。就職も市外の企業へ進みまし
た。その間は裾野を思うことは少なかったのですが、
父親の入院を機に地元へ戻ることを考え始めました。
地元を離れ経験したことが仕事や地域のために役に
立てればという思いもあり、家業の酒屋を継ぐこと
を決意しました。

今回のプロデュースは「酒離れ」が危惧される中、
次代を担う若者に酒業界へ関心を持ってもらえれば
と、参画をタブーとされていた高校生にあえて協力
を求め、ラベルのデザインをしてもらいました。ま
た、酒米農家の皆さんと意見交換を行い、みんなで
この「作品」を作り上げました。「今は未成年でこ
の作品を飲めない高校生が、自分たちの活動を掲載
した新聞で作品を包み熟成させ、20 歳になったら
親や友達と思い出話をつまみに飲んでもらいたいで
す。そんな姿を想像すると楽しみです」と江森さん。
「先人が積み重ねてきた歴史に敬意を払い継承し

つつ、いろいろな方の力を集めて、新しいものを作
り上げて行きたいです。市内には酒造りに適した素
材があるので、地元で作れるようにしたいです」と
すてきな笑顔で夢も語ってくれました。

 温故創新　新酒をプロデュース

江森 慎さん（上町・35 歳）

１日㈪～３日㈬・９日㈫・15日㈪・
22日㈪・29日㈪

富士山八合目以上の争い

富士山頂には富士山本宮浅間大社の奥宮がありま
す。現在でも夏の登山期間中は浅間大社の神主が詰
め、神事や登山客の応対にあたっています。

文書は、1779年に評定所から出された判決文です。八
合目で行き倒れになった死人の扱いに端を発して、須
走村富士浅間神社と富士山本宮浅間大社との間に八合
目以上の支配に関係した争いが起き、上吉田村（山梨
県）との間にも山頂の土地をめぐっての争論が起きま
した。文中「今般衆議の上定趣ハ冨士山八合目より上ハ
大宮持多るへし」とあるように、八合目以上は富士山本
宮浅間大社の所有地だと正式に認定されました。

評定所は幕府の訴訟裁判機関で、寺社奉行・勘定
奉行・町奉行の他に老中１人で構成されるのが原則
でした。現在でいう最高裁判所にあたります。

（富士山資料館展示品）

評定所の判決文

石井好子メモリアル音楽祭 2018
ポピュラー音楽の祭典

～限りない想いを歌に 富士山の裾野から vol.16 ～
多数の豪華ゲストによる、一夜限りのステージを

ぜひご覧ください。
と　き／３月10日㈯ 17時～　※開場▶16時30分
ところ／大ホール
料　金／全席指定（税込）

一　般▶ 6,500 円、当日券▶ 7,500 円
　※未就学児の入場はできません。
チケット販売／ 1 月 13 日㈯ 9 時～

初日の受付：特設電話 993-9221 のみ
14 日㈰以降の受付：文化センター窓口と電話
※受付時間 ▼９時～ 21 時

出　 演 ／美川憲一、木の実ナナ、岩崎宏美、秋川雅史、
髙田利江、花園直道　ゲスト 水谷八重子、瀬間千恵

美川 憲一 木の実 ナナ 岩崎 宏美 秋川 雅史


